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Fig.4  AIC-indexes.

Mode order 1                 2 3 4                  5
Calculation 564.1 565.3 971.2 1411 1411

n=10 553.7 560.9 967.6 1384
n=12 553.7 560.9 967.6 1383 1396



Figure 1. Indoor laboratory

Figure 2. Actual experiment scene.



, , = 2 ,

wavenumber

ab
so

rp
tio

n

displacement

lo
ad

CT

/



2 IC THz

SHG 4







ObjectObject

Control
points

Isogeometric Analysis

0 .8

1 .0

1 .2

0 .2

0 .4

0 .6

0 .0
0 1 2 3 4 5

NURBS Basis Functions



1.1Qd-1.2Qd
max=59% 60mm

0.95Qd 1.8Qd
50%

60 500

exp.
Hexp.

cal.
Hcal.

Pexp.
Pcal.

20

30

40

50

200

300

400

[m
] 

[%
]  

 

P 
[W

]

0

10

20

0

100

80 100 120 140 160 180 200

Q/Qd[%]



uni-directionallyextrusion
elongated pore

extrusion

rolling

removing pore
forming agentextendingmixing

metal powder
pore forming agent

porous metal

a) : 35vol% b) : 40vol%



::

FERoll forming process

Forging process



内容：

MEMSセンサや希土類系磁石およびバッテリの性能向上に
より、小型無人航空機の性能が向上してきております。無人
航空機は実機に比べて低コスト・操作が比較的簡単であるこ
とから、航空撮影やガイドロープの敷設、物資運搬などの空
中作業での使用例が増えてきています。

小型無人航空機は高性能になり、GPSを用いた自動航行
が可能なフライトコントローラも市販されるようになりました。
しかしながら、操作ミスや空中移動に起因する墜落や接触な
どの事故、またその時に推力装置としてプロペラやロータが
使用されていることからの被害が懸念されます。

そこで無人航空機を安全に運用するための技術について
研究開発を行っています。現在、技量を必要とする操縦の代
わりに直接手で持って操作する空中台車、プロペラの代わり
にダクトファンを使用することで安全性を向上させたダクト
ファンヘリコプタ、閉鎖空間でも安全に進入・移動できる倒立
型飛行体について研究を行っています。

また、マルチコプタを将来のパーソナルモビリティとして活
用することを目的に、ヒューマノイドロボットの重心移動によ
るマルチコプタの操作に関する研究も行っています。

分野：<機械力学・制御>

専門：<メカトロニクス>

E-mail: miw@tokushima-u.ac.jp

Tel. 088-656-7387

Fax: 88-656-9082

HP : http://me.me.tokushima-u.ac.jp/~miw

コンタクト不良

マルチコプタをベースとした空中台車

4発ダクトファンヘリコプタ

ヒューマノイドロボットによる
マルチコプタの操作 倒立型飛行体
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Fig. 1 Typical sources of cellulose (plant fibers) and chitin 
(crustacean shell) nanofibers

Fig. 2 Structural formula of cellulose or chitin. The only 
difference is the functional group R

Content:
セルロースは も豊富な生重合体であり、生分解性を有する
持続可能な原料で二酸化炭素を固定され光合成されている。
セルロースの大抵植物の細胞壁にナノファイバーの形状で
存在する。そのナノファイバーはアラミド繊維に同等する機械
的特性を持ち、プラスチックの補強材に使われる可能性があ
る。しかし、ナノファイバーの抽出に高価で特殊な装置が必
要とする。さらに、エネルギー消費は高く収率は低い。そこで
本研究室では全費用を減少するために省エネで手頃な装置
（家庭用ミキサー、超音波処理）を用いた代替ナノフィブリル
化過程の開発を行っている。ナノフィブリル化は植物繊維に
衝撃あるいはせん断力を与えることによって遂行されるので、
適切な力を加える装置であれば可能であり、手頃にセル
ロースナノファイバーを抽出できる。

キチンはもう一つの生重合体で、甲殻類の甲羅にナノファイ
バーとして存在しセルロースナノファイバーと同じ方法で抽出
できる。キチンナノファイバーもセルロスナノファイバーのよう
にプラスチックの強化に使用できる。

Keywords：セルロース、キチン、ナノファイバー、ミキサー、
超音波処理

E-mail: nakagaito@tokushima-u.ac.jp>
Tel. +81-88-656-7364
Fax: +81-88-656-9082
HP:http://pub2.db.tokushima-
u.ac.jp/ERD/person/227457/profile-en.html
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内容：

近年，既燃ガス循環を利用した燃焼技術の開発が行われ
ている．これらの燃焼技術は，緩慢燃焼，フレームレス燃焼
および高温空気燃焼と呼ばれ，既燃ガスの希釈効果により
窒素酸化物（NOx）とすすの排出量を低減し，排ガス熱回収
により熱効率を向上させる．

我々の研究では，液体燃料を用いた高温空気燃焼の火炎
安定性とNOx排出特性に着目している．図１は実験に用いる
小型高温空気燃焼炉の模式図を示している．炉底には噴霧
ノズルと酸化剤ノズルからなる並行噴流バーナーが設置さ
れており，酸化剤ノズルには酸化剤予熱用の電気ヒーター
が取り付けられている．図２はこの燃焼炉内の温度分布を示
している．燃焼炉内には，平坦な温度分布を伴う緩慢燃焼状
態が達成されている．本研究では，図３に示すように，酸化
剤の特性や，噴霧ノズルと酸化剤ノズルの間隔がNOx排出
量に及ぼす影響について検討している．また，炉内火炎の安
定性（吹き消え限界）に対する熱損失の影響を過去の研究
において明らかにしている．

分野：熱工学

専門：燃焼工学

E-mail: ynada@tokushima-u.ac.jp

Tel. 088-656-7370

Fax: 088-656-9124

HP : http://www.eco.tokushima‐u.ac.jp
/a3/japanese/jp‐index.html

コンタクト不良
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図１ 高温空気燃焼炉 図２ 炉内温度分布

図３ NOx排出量に対する酸化剤温度，酸素濃度およびノ
ズル間隔の影響
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